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現
代
中
国
に
お
け
る
政
治
体
制
の
強
靱
性 

―
―
文
化
大
革
命
期
の
省
指
導
部
人
事
に
関
す
る
分
析
を
中
心
と
し
て
―
―

磯　
　

 

部　
　
　
　

 

靖

第
一
節　

問
題
の
所
在

第
二
節　

省
指
導
部
の
崩
壊
と
被
害
状
況

第
三
節　

省
指
導
部
の
再
建
と
省
指
導
者

第
四
節　

毛
沢
東
の
短
期
的
勝
利
と
長
期
的
敗
北

第
五
節　

結　

語第
一
節　

問
題
の
所
在

　

中
華
人
民
共
和
国
（
以
下
、
現
代
中
国
と
略
称
）
の
政
治
体
制
を
め
ぐ
る
学
術
上
最
大
の
問
い
の
一
つ
は
、
中
国
共
産
党
に
よ
る

支
配
体
制
は
な
ぜ
崩
壊
し
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
冷
戦
終
焉
期
に
東
欧
や
ソ
連
の
社
会
主
義
体
制
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
崩
壊

し
て
い
く
中
で
、
中
国
共
産
党
に
よ
る
支
配
体
制
の
崩
壊
も
時
間
の
問
題
で
あ
ろ
う
と
の
観
測
が
、
当
時
は
数
多
く
な
さ
れ
た
。
と

り
わ
け
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
一
九
九
〇
年
代
中
葉
に
か
け
て
は
ポ
ス
ト
鄧
小
平
時
代
を
見
据
え
て
、「
中
国
分
裂
論
」
や
「
中
国
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崩
壊
論
」
が
ま
こ
と
し
や
か
に
議
論
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
「
希
望
的
観
測
」
や
「
期
待
」
に
反
し
て
、
実
際
に
は

一
九
九
七
年
に
鄧
小
平
が
死
去
し
た
あ
と
も
、
大
方
の
予
想
に
反
し
て
香
港
返
還
に
と
も
な
う
大
き
な
混
乱
は
当
時
起
き
ず
、
鄧
小

平
と
い
う
絶
大
な
後
ろ
盾
を
失
っ
て
も
、
江
沢
民
は
中
国
共
産
党
第
一
五
回
全
国
代
表
大
会
を
無
難
に
乗
り
切
り
、
自
ら
を
中
心
と

す
る
指
導
体
制
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
ア
ジ
ア
金
融
危
機
や
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
直
面
す
る
も
、
体
制
を
揺

る
が
す
ほ
ど
の
大
き
な
政
治
的
混
乱
は
生
じ
ず
、
今
や
世
界
第
二
位
の
経
済
大
国
と
な
っ
た
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
一
方

で
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
経
済
停
滞
や
不
動
産
バ
ブ
ル
崩
壊
そ
し
て
少
子
高
齢
化
な
ど
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
、
中
国
の
危
機
を
声
高

に
喧
伝
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
「
木
を
見
て
森
を
見
ず
」
と
い
う
議
論
の
域
を
出
て
い
な
い
。

　

前
述
の
「
中
国
分
裂
論
」
や
「
中
国
崩
壊
論
」
が
抱
え
る
最
大
の
問
題
は
、
か
り
そ
め
の
表
層
的
な
現
象
に
拘
泥
す
る
あ
ま
り
、

中
国
共
産
党
に
よ
る
支
配
体
制
に
つ
い
て
の
客
観
的
か
つ
公
正
な
分
析
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
八
九
年
に

盛
り
上
が
っ
た
民
主
化
運
動
と
そ
の
後
の
天
安
門
事
件
に
際
し
て
は
、
中
国
共
産
党
に
よ
る
支
配
体
制
の
崩
壊
や
民
主
化
へ
の
「
希

望
的
観
測
」
や
「
期
待
」
が
数
多
く
語
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
「
民
主
化
待
望
論
」
に
欠
如
し
て
い
る
の
は
、
中
国
共
産
党
に
よ
る
支

配
体
制
の
実
態
に
対
す
る
客
観
的
か
つ
公
正
な
分
析
で
あ
る
。
確
か
に
、
当
時
の
民
主
化
運
動
や
天
安
門
事
件
の
結
果
、
趙
紫
陽
を

は
じ
め
と
す
る
一
部
の
指
導
者
が
更
迭
さ
れ
、
民
主
化
運
動
に
か
か
わ
っ
た
人
々
の
一
部
が
拘
束
さ
れ
た
り
、
海
外
へ
の
亡
命
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
方
の
「
希
望
的
観
測
」
や
「
期
待
」
に
反
し
て
、
中
央
か
ら
地
方
に
か
け
て
指
導
的
立
場
に

あ
っ
た
幹
部
の
圧
倒
的
多
数
は
地
位
を
温
存
さ
れ
、
中
国
共
産
党
に
よ
る
支
配
体
制
が
崩
壊
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
現
代
中
国
に
お
け
る
最
大
の
政
治
的
危
機
と
言
え
る
の
は
、
文
化
大
革
命
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
中
央
か

ら
地
方
に
か
け
て
の
共
産
党
お
よ
び
政
府
の
指
導
部
が
あ
ま
ね
く
崩
壊
し
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
幹
部
が
地
位
を
追
わ
れ
、
共
産
党

お
よ
び
政
府
の
各
機
関
は
機
能
停
止
に
陥
っ
た
。
こ
う
し
た
驚
天
動
地
の
混
乱
に
見
舞
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
中
国
共
産

党
に
よ
る
支
配
体
制
自
体
は
崩
壊
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
む
ろ
ん
、
人
民
解
放
軍
が
混
乱
収
拾
の
た
め
に
軍
事
管
制
を
行
っ
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た
こ
と
で
、
中
国
の
分
裂
や
中
国
共
産
党
に
よ
る
支
配
体
制
の
崩
壊
が
防
が
れ
た
と
見
な
す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
は

当
時
混
乱
に
乗
じ
て
な
ぜ
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
も
残
る（

（
（

。

　

そ
れ
ゆ
え
現
代
中
国
に
お
け
る
政
治
体
制
の
強
靭
性（

（
（

を
考
察
す
る
上
で
、
文
化
大
革
命
は
格
好
の
事
例
と
言
え
よ
う
。
周
知
の
通

り
、
文
化
大
革
命
は
現
代
中
国
政
治
研
究
が
解
明
す
べ
き
最
大
の
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
お
び
た
だ
し
い
数
の
研
究
が

な
さ
れ
て
き
た
。
文
化
大
革
命
に
つ
い
て
は
、
毛
沢
東
と
文
化
大
革
命
の
関
係（

（
（

、
中
央
指
導
部
に
お
け
る
権
力
闘
争
や
指
導
者
の
交

代
（
（
（

、
個
別
の
地
方
に
お
け
る
文
化
大
革
命
の
展
開（

（
（

等
に
関
し
て
の
優
れ
た
研
究
が
す
で
に
数
多
く
あ
る（

（
（

。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
文

化
大
革
命
期
の
地
方
全
体
を
対
象
に
研
究
を
行
い
た
い
。
た
だ
し
、
地
方
全
体
と
い
っ
て
も
際
限
が
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
地
方
統

治
の
要
で
あ
る
省
指
導
部（

（
（

人
事
の
変
遷
に
焦
点
を
置
き
、
文
化
大
革
命
期
に
省
指
導
部
は
そ
も
そ
も
ど
の
程
度
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、

省
指
導
者
の
交
代
と
そ
の
含
意
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
を
検
証
し
て
い
く
。

　

具
体
的
に
は
、
第
二
節
で
文
化
大
革
命
が
従
来
か
ら
の
省
指
導
部
に
与
え
た
ダ
メ
ー
ジ
の
大
き
さ
、
第
三
節
で
は
再
建
さ
れ
た
省

指
導
部
人
事
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
含
意
、
第
四
節
で
は
毛
沢
東
に
よ
る
地
方
統
治
戦
略
の
成
果
と
そ
の
限
界
に
つ
い
て
考

察
し
た
い
。
文
化
大
革
命
期
の
省
指
導
部
人
事
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
大
き
な
混
乱
に
直
面
し
つ
つ
も
、
中
国
共
産
党
に
よ
る
支
配

体
制
が
崩
壊
し
な
か
っ
た
要
因
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う（

（
（

。

第
二
節　

省
指
導
部
の
崩
壊
と
被
害
状
況

　

一
九
八
一
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た
中
国
共
産
党
第
一
一
期
中
央
委
員
会
第
六
回
全
体
会
議
（
以
下
、
一
一
期
六
中
全
会
と
略
称
）
に

お
い
て
採
択
さ
れ
た
「
建
国
以
来
党
の
若
干
の
歴
史
問
題
に
関
す
る
決
議
」（
以
下
、「
歴
史
決
議
」
と
略
称
）
に
よ
れ
ば
、
文
化
大
革

命
は
一
九
六
六
年
五
月
か
ら
一
九
七
六
年
一
〇
月
に
か
け
て
「
党
、
国
家
、
人
民
に
建
国
以
来
最
も
深
刻
な
挫
折
と
損
失
を
も
た
ら
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し
た
」
と
総
括
さ
れ
た（

（
（

。
ま
た
「
文
化
大
革
命
は

指
導
部
の
誤
り
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
、
そ
れ

を
反
革
命
集
団
が
利
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
党
、

国
家
、
人
民
に
深
刻
な
災
難
を
も
た
ら
し
た
内
乱

で
あ
る（

（1
（

」
と
定
義
さ
れ
た
。
本
節
で
は
、
ま
ず
各

省
指
導
部
の
崩
壊
時
期
、
つ
ぎ
に
各
地
方
で
の
被

害
状
況
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。

①　

各
省
指
導
部
の
崩
壊
時
期

　

一
九
六
六
年
五
月
に
党
中
央
か
ら
発
出
さ
れ
た
、

文
化
大
革
命
の
綱
領
的
文
献
と
さ
れ
る
「
五
・
一

六
通
知
」
を
皮
切
り
に
、
一
九
六
六
年
八
月
に
開

催
さ
れ
た
中
国
共
産
党
第
八
期
中
央
委
員
会
第
一

一
回
全
体
会
議
に
お
い
て
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級

文
化
大
革
命
に
関
す
る
決
定
」
が
採
択
さ
れ
た
の

ち
、
北
京
を
は
じ
め
と
す
る
紅
衛
兵
が
各
地
に
赴

き
、
各
地
方
で
の
破
壊
や
混
乱
が
深
刻
化
し
た
。

一
九
六
七
年
一
月
に
は
上
海
市
で
奪
権
闘
争
が
激

化
し
て
同
市
指
導
部
が
崩
壊
し
機
能
停
止
に
陥
り
、

機能停止時期 地方名

1967 年 1 月 河北省（党・政府）、山西省（党・政府）、遼寧省（党・政府）、吉林省
（党・政府）、黒龍江省（党・政府）、上海市（党・政府）、江蘇省（党・
政府）、浙江省（党・政府）、安徽省（党・政府）、山東省（政府）、湖北
省（党・政府）、江西省（党・政府）、広西チワン族自治区（党・政府）、
四川省（党・政府）、貴州省（政府）、雲南省（党・政府）、チベット自治
区（政府）、陝西省（党・政府）、寧夏回族自治区（党・政府）、新疆ウイ
グル自治区（党・政府）

1967 年 2 月 天津市（政府）、山東省（党）、貴州省（党）、チベット自治区（党）、甘
粛省（党・政府）

1967 年 3 月 広東省（党・政府）、青海省（党・政府）

1967 年 4 月 北京市（党・政府）

1967 年 5 月 福建省（党・政府）

1967 年 8 月 河南省（党・政府）、湖南省（党・政府）

1967 年 11 月 内モンゴル（党・政府）

1967 年 12 月 天津市（党）

表 1　各省指導部の崩壊時期

出典：中共中央組織部・中共中央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』第六巻、“文
化大革命”時期（1966.5―1976.10）、北京：中共党史出版社、2000 年および中共中央組織部・
中共中央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』附巻一（上）、中華人民共和国
政権組織（1949.10―1997.9）、北京：中共党史出版社、2000 年に基づき、筆者作成。
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そ
の
こ
と
が
中
国
全
土
に
飛
び
火
し
て
、

各
省
指
導
部
は
順
次
崩
壊
し
機
能
停
止

に
陥
っ
て
い
っ
た
。

　

各
省
指
導
部
は
文
化
大
革
命
が
始

ま
っ
て
以
降
、
個
別
の
指
導
者
が
失
脚

し
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
一
九
六
六
年

の
う
ち
は
持
ち
こ
た
え
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
前
述
し
た
上
海
市
で
の
奪
権
闘

争
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
各
省
指
導
部

は
順
次
崩
壊
し
機
能
停
止
に
陥
る
こ
と

に
な
っ
た
。
各
省
指
導
部
が
崩
壊
し
機

能
停
止
に
陥
っ
た
時
期
は
、
表
1
の
通

り
で
あ
る
。

　

表
1
か
ら
は
、
一
九
六
七
年
一
月
に

上
海
市
指
導
部
が
崩
壊
し
て
以
降
、
各

省
指
導
部
は
一
九
六
七
年
一
二
月
に
か

け
て
順
次
崩
壊
し
機
能
停
止
に
陥
っ
て

い
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る（

（1
（

。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
も
、
上
海
市
で
の
奪
権
闘

地方名 氏名 職位 被害

山西省 衛　恒 第一書記・省長 迫害死

山西省 王　謙 省長 解任・投獄

吉林省 雷鳴玉 候補書記 迫害死

吉林省 張文海 副省長 解任・投獄

上海市 曹荻秋 書記 迫害死

上海市 石　英 副市長 迫害死

上海市 金仲華 副市長 迫害死

山東省 栗再温 副省長 迫害死

雲南省 閻紅彦 第一書記 自殺

チベット自治区 王其梅 書記 迫害死

陝西省 霍士廉 第一書記 迫害・重症

陝西省 肖　潮 候補書記 迫害死

甘粛省 高健君 書記 迫害死

青海省 王　昭 第二書記 逮捕・迫害死

表 2　省指導部構成員の主だった受難者

出典：中共中央組織部・中共中央党史研究室・中央档案館編『中
国共産党組織史資料』第六巻、“文化大革命”時期（1966.5
―1976.10）、北京：中共党史出版社、2000 年および中共中
央組織部・中共中央党史研究室・中央档案館編『中国共産
党組織史資料』附巻一（上）、中華人民共和国政権組織

（1949.10―1997.9）、北京：中共党史出版社、2000 年に基づ
き、筆者作成。
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争
激
化
に
よ
り
同
市
指
導
部
が
崩
壊
し
た
こ

と
に
よ
る
衝
撃
と
波
及
効
果
の
大
き
さ
が
う

か
が
わ
れ
る
。

②　

各
地
方
で
の
被
害
状
況

　

さ
て
、
前
述
の
「
歴
史
決
議
」
に
よ
れ
ば
、

文
化
大
革
命
が
発
動
さ
れ
て
か
ら
、
党
の
各

級
組
織
は
あ
ま
ね
く
打
撃
を
受
け
麻
痺
状
態

に
陥
る
と
と
も
に
、
各
級
指
導
幹
部
も
批
判

と
闘
争
を
受
け
、
党
員
の
多
く
が
活
動
停
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
た（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
文
化
大

革
命
の
結
果
、
各
省
指
導
部
構
成
員
の
多
く

が
激
し
い
批
判
を
受
け
失
脚
し
て
い
っ
た
。

そ
の
中
に
は
激
し
い
虐
待
を
受
け
、
甚
だ
し

き
に
至
っ
て
は
死
に
至
る
者
さ
え
い
た
。
こ

の
よ
う
な
被
害
を
受
け
た
省
指
導
者
は
多
数

に
の
ぼ
る
た
め
、
す
べ
て
を
網
羅
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
そ
の
う
ち
被
害
の
と
り
わ

け
大
き
か
っ
た
者
だ
け
で
も
、
表
2
の
よ
う

設立時期 地方名

1967 年 2 月 貴州省

1967 年 3 月 山西省、黒龍江省

1967 年 4 月 北京市

1967 年 5 月 山東省

1967 年 8 月 青海省

1967 年 11 月 内モンゴル自治区

1967 年 12 月 天津市

1968 年 1 月 河南省、江西省、甘粛省

1968 年 2 月 河北省、湖北省、広東省

1968 年 3 月 吉林省、江蘇省、浙江省

1968 年 4 月 安徽省、湖南省、寧夏回族自治区

1968 年 5 月 遼寧省、四川省、陝西省

1968 年 8 月 福建省、広西チワン族自治区、雲南省

1968 年 9 月 チベット自治区、新疆ウイグル自治区

1970 年 3 月 上海市

表 3　省級革命委員会の設立時期

出典：中共中央組織部・中共中央党史研究室・中央档案館編
『中国共産党組織史資料』附巻一（上）、中華人民共和
国政権組織（1949.10―1997.9）、北京：中共党史出版
社、2000 年に基づき、筆者作成。
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に
な
る
。

　

文
化
大
革
命
に
よ
る
各
地
方
の
被
害
者
は
、
党
・
政
府
機
関
の
幹
部
に

限
っ
た
だ
け
で
も
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
。
そ
れ
ら
被
害
者
を
す
べ
て
網
羅
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
以
下
で
は
そ
の
一
端
を
概
観
す
る
こ
と
で
、

文
化
大
革
命
が
各
地
方
の
党
・
政
府
機
関
に
も
た
ら
し
た
被
害
の
大
き
さ
を

確
認
し
て
お
こ
う
。

　

上
海
市
に
お
け
る
文
化
大
革
命
に
関
連
す
る
案
件
は
三
四
・
八
七
万
件
に

の
ぼ
り
、
被
害
を
受
け
た
人
数
は
一
〇
〇
万
人
を
上
回
っ
た（

（1
（

。
湖
南
省
で
は

三
三
％
の
県
級
幹
部
、
四
五
％
の
地
級
幹
部
が
「
走
資
派
」
と
し
て
批
判
さ

れ
失
脚
し
た
。
ま
た
、
潜
伏
し
て
い
る
「
階
級
の
敵
」
と
し
て
一
〇
万
人
あ

ま
り
が
摘
発
さ
れ
た（

（1
（

。
広
東
省
で
は
六
・
五
万
人
が
「
反
逆
者
」、「
特
務
」、

「
悔
い
改
め
な
い
走
資
派
」
等
の
「
階
級
の
敵
」
と
し
て
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら

れ
、
厳
し
い
制
裁
を
受
け
た（

（1
（

。
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
で
は
、
庁
・
局（

（1
（

級
以

上
の
幹
部
二
二
三
名
の
う
ち
五
三
・
三
％
に
あ
た
る
一
一
九
名
が
立
件
さ
れ

取
り
調
べ
を
受
け
た（

（1
（

。第
三
節　

省
指
導
部
の
再
建
と
省
指
導
者

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
一
九
六
七
年
一
月
に
上
海
市
で
奪
権
闘
争
が
激
化
し

再建時期 地方名

1970 年 12 月 江蘇省、湖南省、江西省、広東省

1971 年 1 月 遼寧省、上海市、浙江省、安徽省

1971 年 2 月 広西チワン族自治区、甘粛省

1971 年 3 月 北京市、吉林省、河南省、湖北省、陝西省、青海省

1971 年 4 月 山西省、福建省、山東省

1971 年 5 月 天津市、河北省、内モンゴル自治区、貴州省、新疆ウイグル自治区

1971 年 6 月 雲南省

1971 年 8 月 黒龍江省、四川省、チベット自治区、寧夏回族自治区

表 4　省級党委員会の再建時期

出典：中共中央組織部・中共中央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』第六
巻、“文化大革命”時期（1966.5―1976.10）、北京：中共党史出版社、2000 年に基づき、
筆者作成。
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て
同
市
指
導
部
が
崩
壊
し
機
能
停
止

に
陥
っ
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
中
国

全
土
で
各
省
指
導
部
は
激
し
い
奪
権

闘
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と

崩
壊
し
機
能
停
止
に
陥
っ
た
。
こ
う

し
た
情
勢
を
受
け
て
、
中
共
中
央
、

国
務
院
、
中
央
軍
事
委
員
会
、
中
央

文
革
小
組
の
名
義
で
、「
人
民
解
放

軍
が
革
命
左
派
大
衆
を
断
固
と
し
て

支
持
す
る
こ
と
に
関
す
る
決
定
」
が

公
布
さ
れ
、
秩
序
維
持
の
名
目
で
地

方
の
文
化
大
革
命
に
軍
が
介
入
し
て

い
き
、
各
地
で
軍
事
管
制
が
実
施
さ

れ
て
い
っ
た（

（1
（

。

①　

革
命
委
員
会
の
設
立

　

軍
の
介
入
に
よ
り
、
情
勢
に
一
定

の
落
ち
着
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
各
地
方
で
は
革
命
委
員
会
が

地方名 氏名 職位 在任期間

北京市 呉　徳 第二書記・第一書記、市長、主任 1966 年 6 月―1978 年 10 月

天津市 解学恭 第一書記、主任 1967 年 1 月―1978 年 6 月

河北省 劉子厚 第二書記・第一書記、省長・副主任・主任 1958 年 4 月―1979 年 12 月

山西省 劉貫一 副省長・副主任 1963 年不明―1971 年 4 月

遼寧省 楊春甫 書記・副書記 1958 年 4 月―1976 年 12 月

吉林省 鄭季翹 書記 1965 年 8 月―1975 年 2 月

黒龍江省 張林池 書記 1966 年 5 月―1978 年 11 月

黒龍江省 于　傑 書記 1954 年 9 月―1971 年 12 月

上海市 張春橋 書記・第一書記 1959 年 1 月―1976 年 10 月

上海市 馬天水 書記 1966 年 5 月―1976 年 10 月

浙江省 頼可可 書記・副書記 1965 年 11 月―1976 年 11 月

安徽省 李任之 書記・副書記 1956 年 5 月―1978 年 11 月

福建省 藍栄玉 副省長・副主任 1956 年 3 月―1979 年 12 月

福建省 葉　松 副省長・副主任 1956 年 3 月―1972 年 8 月

山東省 白如冰 書記・副書記・第二書記・第一書記、省長・副主
任・主任

1958 年 6 月―1982 年 12 月

山東省 蘇毅然 書記・副書記、副省長・副主任 1960 年 10 月―1985 年 7 月

河南省 劉建勲 第一書記、主任 1961 年 7 月―1978 年 10 月

河南省 紀登奎 候補書記・書記 1963 年 4 月―1978 年 10 月

湖北省 張体学 第二書記・第一書記代行・書記、副主席・省長・副
主任

1952 年 11 月―1973 年 9 月

湖南省 華国鋒 書記・第一書記、副省長・副主任・主任 1958 年 2 月―1977 年 6 月

湖南省 章伯森 副省長・副主任 1958 年 2 月―1970 年 4 月

江西省 白棟材 第二書記・書記・副書記・第一書記 1952 年 11 月―1985 年 6 月

江西省 黄知真 候補書記・書記 1961 年 4 月―1978 年 11 月

江西省 黄　先 副主席・副省長・副主任 1954 年 8 月―1976 年 10 月

表 5　継続組



67

現代中国における政治体制の強靱性

設
立
さ
れ
て
い
っ
た
。
革
命
委
員
会
と
は
、

軍
、
幹
部
、
大
衆
の
三
結
合
を
旨
と
す
る

党
・
政
府
一
体
の
組
織
で
、
党
務
、
政
務
、

財
政
、
文
教
、
立
法
、
司
法
に
か
か
わ
る

す
べ
て
の
権
力
を
一
元
的
に
行
使
す
る
と

さ
れ
た
。
省
級
の
各
革
命
委
員
会
が
設
立

さ
れ
た
時
期
は
、
表
3
の
通
り
で
あ
る
。

　

表
1
で
示
し
た
各
省
指
導
部
の
崩
壊
時

期
と
比
べ
て
、
省
級
革
命
委
員
会
の
設
立

時
期
は
、
一
九
六
七
年
二
月
の
貴
州
省
を

皮
切
り
に
一
九
七
〇
年
三
月
の
上
海
市
ま

で
、
か
な
り
の
隔
た
り
が
あ
る
の
が
わ
か

る
。
中
国
全
土
に
お
け
る
省
指
導
部
崩
壊

の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
上
海
市
で
、
革

命
委
員
会
の
設
立
時
期
が
突
出
し
て
遅
い

の
は
興
味
深
い（

（1
（

。

②　

省
級
党
委
員
会
の
再
建

　

革
命
委
員
会
の
設
立
よ
り
も
遅
れ
て
、

地方名 氏名 職位 在任期間

広東省 陳　郁 省長・副主任 1957 年 8 月―1974 年 3 月

広西チワン族自治区 韋国清 第一書記、主席・主任 1955 年 2 月―1975 年 10 月

広西チワン族自治区 安平生 書記・副書記・第一書記 1961 年 7 月―1977 年 2 月

四川省 李大章 第一副書記・第二書記・第一書記・書記、省長・副
主任

1952 年 9 月―1975 年 10 月

四川省 天　宝 副省長・副主任 1955 年 12 月―1980 年 10 月

貴州省 李　立 書記・副書記、省長・副主任 1964 年 11 月―1977 年 4 月

雲南省 周　興 書記・第一書記、省長・副主任・主任 1965 年 1 月―1975 年 10 月

雲南省 劉明輝 常務副省長・副主任 1955 年 2 月―1979 年 12 月

チベット自治区 楊東生 副主席・副主任 1966 年 5 月―1979 年 1 月

チベット自治区 阿沛・阿旺晋美 主席・副主任 1965 年 9 月―1983 年 2 月

陝西省 李瑞山 第二書記・第一書記 1966 年 5 月―1978 年 12 月

陝西省 肖　純 書記・副書記 1964 年 4 月―1979 年 3 月

甘粛省 胡継宗 書記・第一書記代行、副省長・副主任 1962 年 12 月―1974 年 4 月

甘粛省 王国瑞 副省長・副主任 1963 年 9 月―1977 年 12 月

青海省 薛宏福 副書記 1960 年 1 月―1978 年 4 月

青海省 劉賢権 副書記・第一書記 1966 年 5 月―1977 年 2 月

新疆ウイグル自治区 王恩茂 第一書記・副主任 1955 年 10 月―1972 年 12 月

新疆ウイグル自治区 賽福鼎・艾則孜 第三書記・書記・第二書記・第一書記 1955 年 10 月―1978 年 1 月

出典：中共中央組織部・中共中央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』第六巻、“文
化大革命”時期（1966.5―1976.10）、北京：中共党史出版社、2000 年、中共中央組織部・中
共中央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』第七巻（上・下）、社会主義事業
発展新時期（1976.10―1997.9）、北京：中共党史出版社、2000 年、中共中央組織部・中共中
央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』附巻一（上・下）、中華人民共和国政
権組織（1949.10―1997.9）、北京：中共党史出版社、2000 年に基づき、筆者作成。
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省
級
の
各
党
委
員
会
再

建
時
期
は
、
表
4
の
通

り
と
な
っ
た
。

　

表
4
で
示
し
た
よ
う

に
、
一
九
七
〇
年
一
二

月
の
江
蘇
省
、
湖
南
省
、

江
西
省
、
広
東
省
を
皮

切
り
に
、
省
級
党
委
員

会
が
一
九
七
一
年
八
月

に
か
け
て
再
建
さ
れ
て

い
っ
た
こ
と
は
、
革
命

委
員
会
と
い
う
、
こ
の

時
期
特
有
の
権
力
機
構

か
ら
党
委
員
会
が
分
離

し
て
、
旧
来
の
統
治
体

制
へ
の
回
帰
が
本
格
的

に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
言
え
よ
う
。
換

地方名 氏名 失脚前の職位 復帰後の職位 退任時期

山西省 王　謙 第二書記、省長 書記・第一書記、副主任・主任 1980 年 10 月

山西省 王大任 書記 副書記 1979 年 4 月

内モンゴル自治区 劉景平 書記、副主席 書記、副主任 1980 年 5 月

遼寧省 白　潜 書記 書記 1982 年 3 月

遼寧省 胡亦民 書記 書記 1983 年 3 月

遼寧省 張正徳 候補書記 書記 1983 年 3 月

遼寧省 黄欧東 第二書記、省長 第三書記・第二書記、副主任 1980 年 3 月

吉林省 阮泊生 常務書記 書記 1979 年 4 月

吉林省 李砥平 書記 書記 1982 年 7 月

吉林省 蘭幹亭 書記 副書記 1979 年 11 月

吉林省 于　克 候補書記 副書記 1983 年 3 月

吉林省 張士英 候補書記 副書記・書記 1983 年 3 月

吉林省 周　光 副省長 副主任 1977 年 4 月

黒龍江省 王一倫 書記、副省長 書記、副主任 1983 年 2 月

黒龍江省 楊易辰 書記、副省長 書記、副主任 1983 年 2 月

黒龍江省 李剣白 書記 書記 1983 年 2 月

黒龍江省 任仲夷 書記 書記 1977 年 11 月

黒龍江省 李力安 書記 書記 1985 年 10 月

黒龍江省 陳　雷 書記 書記 1985 年 5 月

江蘇省 許家屯 書記、副省長 書記・第一書記、副主任・主任 1983 年 3 月

浙江省 陳偉達 書記 副書記 1978 年 10 月

安徽省 王光宇 書記、副省長 書記、副主任 1984 年 12 月

福建省 伍洪祥 書記 書記 1982 年 7 月

福建省 許　亜 候補書記、副省長 書記、副主任 1982 年 10 月

福建省 梁霊光 副省長 副主任 1978 年 1 月

福建省 劉永生 副省長 副主任 1979 年 12 月

山東省 穆　林 副省長 副主任 1977 年 9 月

河南省 戴蘇理 候補書記 副書記・書記 1982 年 12 月

河南省 王維群 候補書記、副省長 副書記、副主任 1978 年 3 月

湖北省 宋侃夫 書記 書記 1977 年 7 月

表 6　復帰組
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言
す
れ
ば
、
省
級
革

命
委
員
会
の
設
立
よ

り
も
省
級
党
委
員
会

再
建
の
時
期
が
遅
れ

た
の
は
、
そ
も
そ
も

革
命
委
員
会
自
体
が

党
・
政
府
合
一
の
権

力
機
構
で
あ
っ
た
こ

と
が
関
係
し
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

③　

再
建
後
の
党
指

導
部
と
革
命
委
員
会

指
導
部
の
構
成

　

つ
ぎ
に
、
再
建
後

の
省
級
党
指
導
部
と

省
級
革
命
委
員
会
指

導
部
の
構
成
員
に
つ

い
て
見
て
み
よ
う
。

地方名 氏名 失脚前の職位 復帰後の職位 退任時期

湖北省 姜　一 候補書記 書記 1977 年 7 月

湖北省 韓寧夫 副省長 副主任 1982 年 7 月

湖北省 閻　鈞 副省長 副主任 1978 年 1 月

湖南省 張平化 第一書記 第二書記 1977 年 6 月

湖南省 万　達 書記 書記 1979 年 3 月

湖南省 尚子錦 副省長 副主任 1983 年 5 月

江西省 楊尚奎 第一書記 書記 1982 年 11 月

広東省 趙紫陽 第一書記 書記、第一書記 1975 年 10 月

広東省 林季明 書記、副省長、省長代行 書記、副主任 1977 年 8 月

広東省 擁文濤 書記 書記 1977 年 1 月

広東省 張根生 候補書記 書記 1977 年 9 月

広東省 寇慶延 副省長 副主任 1979 年 12 月

広西チワン族自治区 喬暁光 第二書記 第二書記 1985 年 6 月

広西チワン族自治区 賈応機 書記、副主席 書記、副主任 1983 年 4 月

四川省 許夢侠 書記 書記 1982 年 12 月

四川省 杜心源 書記 書記 1982 年 12 月

四川省 趙蒼璧 書記 書記 1977 年 3 月

四川省 楊　超 書記 書記 1982 年 12 月

四川省 魯大東 書記 書記 1982 年 12 月

雲南省 劉明輝 書記 書記 1983 年 3 月

雲南省 郭　超 書記 副書記 1978 年 5 月

雲南省 張　冲 副省長 副主任 1979 年 12 月

チベット自治区 郭錫蘭 書記、副主席 書記、副主任 1983 年 4 月

陝西省 霍士廉 第一書記 書記 1977 年 1 月

寧夏回族自治区 陳養山 副主席 副主任 1977 年 12 月

出典：中共中央組織部・中共中央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』第六巻、“文
化大革命”時期（1966.5―1976.10）、北京：中共党史出版社、2000 年、中共中央組織部・中
共中央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』第七巻（上・下）、社会主義事業
発展新時期（1976.10―1997.9）、北京：中共党史出版社、2000 年、中共中央組織部・中共中
央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』附巻一（上・下）、中華人民共和国政
権組織（1949.10―1997.9）、北京：中共党史出版社、2000 年に基づき、筆者作成。
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と
り
わ
け
以
下
で
は
、
各
構
成
員
の
中
で
も
継
続
組
、
復

帰
組
、
異
動
組
に
分
類
さ
れ
る
者
た
ち
を
取
り
上
げ
た
い
。

な
お
、
継
続
組
と
は
省
指
導
部
崩
壊
以
前
か
ら
地
位
に
留

ま
り
続
け
た
者
、
復
帰
組
と
は
い
っ
た
ん
失
脚
し
た
も
の

の
同
一
指
導
部
に
復
帰
し
た
者
、
異
動
組
と
は
い
っ
た
ん

失
脚
し
た
の
ち
に
他
省
の
指
導
部
に
復
帰
し
た
者
を
指
す
。

継
続
組
は
表
5
、
復
帰
組
は
表
6
、
異
動
組
は
表
7
に
示

し
た
通
り
で
あ
る（

（2
（

。

　

再
建
さ
れ
た
省
指
導
部
に
は
、
継
続
組
、
復
帰
組
、
異

動
組
が
混
在
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
般
的
特
徴
を

総
括
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
継
続
組
は
表
5
で

示
し
た
よ
う
に
各
地
方
に
満
遍
な
く
存
在
し
て
お
り
、
彼

ら
は
文
化
大
革
命
を
主
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
省
指
導
部

に
留
ま
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
継
続
組
四
二
名
の
う
ち
一
一
名
は
文
化

大
革
命
が
終
結
す
る
ま
で
に
退
任
し
て
お
り
、
当
時
の
権

力
闘
争
の
激
し
さ
を
物
語
っ
て
い
る（

（2
（

。
さ
ら
に
鄧
小
平
を

中
心
と
し
た
党
指
導
部
が
形
成
さ
れ
た
中
国
共
産
党
第
一

一
期
中
央
委
員
会
第
三
回
全
体
会
議
（
以
下
、
一
一
期
三

氏名 当初の任地 異動先 1 異動先 2 異動先 3

任仲夷 黒龍江省 遼寧省 黒龍江省 広東省

許世友 江蘇省 広東省

彭　冲 江蘇省 上海市

李瑞山 湖南省 陝西省 中央

江渭清 江蘇省 江西省

趙紫陽 広東省 内モンゴル自治区 広東省 四川省

韋国清 広西チワン族自治区 広東省 中央

安平生 広西チワン族自治区 雲南省

李大章 四川省 中央

表 7　異動組

出典：中共中央組織部・中共中央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織
史資料』第六巻、“文化大革命”時期（1966.5―1976.10）、北京：中共党
史出版社、2000 年、中共中央組織部・中共中央党史研究室・中央档案館
編『中国共産党組織史資料』第七巻（上・下）、社会主義事業発展新時期

（1976.10―1997.9）、北京：中共党史出版社、2000 年、中共中央組織部・
中共中央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』附巻一

（上・下）、中華人民共和国政権組織（1949.10―1997.9）、北京：中共党史
出版社、2000 年に基づき、筆者作成。
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中
全
会
と
略
称（

（2
（

）
ま
で
に
退
任
し
た
者
を
加
え
る
と
合
計
三
〇
名

と
な
り
、
継
続
組
の
七
一
％
が
同
会
議
の
頃
ま
で
に
退
任
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
継
続
組
の
退
任
時
期
の
割
合
は
、
グ
ラ
フ
1
の

通
り
で
あ
る
。

　

復
帰
組
に
は
、
文
化
大
革
命
終
結
後
も
活
躍
し
、
改
革
・
開
放

政
策
の
推
進
に
尽
力
し
た
者
も
数
多
く
含
ま
れ
る
。
表
6
で
示
し

た
よ
う
に
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
も
省
指
導
部
に
留
ま
り
続
け
た

者
は
三
〇
名
お
り
、
復
帰
組
全
体
の
五
五
％
を
占
め
た
。
復
帰
組

の
退
任
時
期
の
割
合
は
、
グ
ラ
フ
2
の
通
り
で
あ
る
。

　

復
帰
組
の
地
方
別
分
布
に
は
偏
り
が
あ
り
、
最
多
の
六
名
を
擁

し
た
の
は
吉
林
省
と
黒
龍
江
省
で
、
五
名
を
擁
し
た
の
は
広
東
省

と
四
川
省
、
四
名
を
擁
し
た
の
は
遼
寧
省
、
福
建
省
、
湖
北
省
と

い
う
よ
う
に
東
北
各
省
で
復
帰
組
が
多
い
の
が
目
を
引
く
。
西
南

地
区
と
西
北
地
区
で
は
比
較
的
少
な
く
、
貴
州
省
、
甘
粛
省
、
青

海
省
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
は
一
名
も
い
な
か
っ
た
。
復
帰

組
の
地
区
別
割
合
は
、
グ
ラ
フ
3
の
通
り
で
あ
る
。

　

異
動
組
の
中
で
は
趙
紫
陽
と
任
仲
夷
が
顕
著
な
例
で
、
短
期
間

に
複
数
の
省
を
渡
り
歩
き
、
趙
紫
陽
は
そ
の
間
の
手
腕
が
評
価
さ

れ
中
央
指
導
部
入
り
し
、
周
知
の
よ
う
に
国
務
院
総
理
や
党
中
央

グラフ 1　継続組の退任時期

出典：中共中央組織部・中共中央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』第六巻、“文
化大革命”時期（1966.5―1976.10）、北京：中共党史出版社、2000 年、中共中央組織部・中
共中央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』第七巻（上・下）、社会主義事業
発展新時期（1976.10―1997.9）、北京：中共党史出版社、2000 年、中共中央組織部・中共中
央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』附巻一（上・下）、中華人民共和国政
権組織（1949.10―1997.9）、北京：中共党史出版社、2000 年に基づき、筆者作成。

71％

29％

11 期 3 中全会まで 11 期 3 中全会後
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総
書
記
を
歴
任
し
た
。
任
仲
夷
は
黒
龍
江
省
か
ら
遼
寧
省
を
経
て
、

一
九
八
〇
年
に
広
東
省
委
第
一
書
記
に
就
任
し
同
省
で
改
革
・
開

放
政
策
の
推
進
に
多
大
な
る
尽
力
を
し
た（

（2
（

。
彭
冲
は
、
後
述
の

「
四
人
組
」
が
牙
城
と
し
て
い
た
上
海
市
指
導
部
を
改
組
す
る
に

あ
た
り
、
一
九
七
六
年
一
〇
月
に
同
市
へ
派
遣
さ
れ
た
の
ち
に
上

海
市
委
第
三
書
記
兼
市
革
命
委
員
会
第
二
副
主
任
に
就
任
し
た
。

許
世
友
は
広
州
軍
区
司
令
員
も
兼
任
し
て
い
て
、
一
九
七
九
年
に

起
こ
っ
た
中
越
戦
争
に
も
従
事
し
た
。
韋
国
清
は
一
九
七
三
年
八

月
か
ら
中
央
政
治
局
委
員
を
兼
任
し
て
お
り
同
委
員
を
一
九
八
五

年
九
月
ま
で
務
め
る
と
と
も
に（

（2
（

、
そ
の
間
に
人
民
解
放
軍
総
政
治

部
主
任
な
ど
も
歴
任
し
た
。
李
大
章
は
一
九
五
二
年
八
月
に
四
川

省
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
一
九
六
七
年
一
月
に
省
指
導
部
が
崩
壊
す

る
ま
で
一
貫
し
て
省
長
を
務
め
、
同
省
の
革
命
委
員
会
設
立
時
お

よ
び
党
委
員
会
再
建
当
初
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
部
に
復
帰
し
た

の
ち
に
、
中
央
へ
転
任
し
中
央
統
一
戦
線
部
長
に
就
任
す
る
も
、

一
九
七
六
年
五
月
三
日
に
北
京
で
逝
去
し
た
。

グラフ 2　復帰組の退任時期

出典：中共中央組織部・中共中央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』第六巻、“文
化大革命”時期（1966.5―1976.10）、北京：中共党史出版社、2000 年、中共中央組織部・中
共中央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』第七巻（上・下）、社会主義事業
発展新時期（1976.10―1997.9）、北京：中共党史出版社、2000 年、中共中央組織部・中共中
央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』附巻一（上・下）、中華人民共和国政
権組織（1949.10―1997.9）、北京：中共党史出版社、2000 年に基づき、筆者作成。

45％

55％

1970 年代 1980 年代
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第
四
節　

毛
沢
東
の
短
期
的
勝
利
と
長

期
的
敗
北

　

文
化
大
革
命
期
に
お
け
る
省
指
導
部
の
崩
壊
と
再
建
の
過
程
を

分
析
し
て
い
く
と
、
毛
沢
東
が
人
事
権
を
行
使
し
省
指
導
部
を
改

組
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
主
導
権
を
回
復
す
る
と
と
も
に

各
省
へ
の
影
響
力
維
持
に
功
を
奏
し
た
と
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の

過
程
で
毛
沢
東
が
軍
を
巧
み
に
利
用
し
た
の
は
す
で
に
見
て
き
た

通
り
で
あ
る
が
、
軍
に
よ
る
介
入
を
進
め
る
こ
と
は
軍
事
ク
ー
デ

タ
ー
の
危
険
性
を
高
め
る
矛
盾
も
は
ら
む
。
歴
史
的
に
見
て
も
中

華
民
国
期
に
中
国
は
軍
閥
割
拠
を
経
験
し
た
の
は
も
と
よ
り
、
一

九
六
七
年
に
は
実
際
に
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
と
ま
で
は
い
か
ず
と
も
、

武
漢
軍
区
の
陳
再
道
司
令
員
ら
が
中
央
か
ら
の
指
示
に
反
発
し
た

武
漢
事
件（

（2
（

が
起
き
た
。
と
り
わ
け
一
九
七
一
年
に
は
林
彪
事
件（

（2
（

が

発
覚
し
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
の
危
険
性
に
現
実
味
が
増
し
て
い
た
。

そ
こ
で
本
節
で
は
、
ま
ず
一
九
七
三
年
を
中
心
に
断
行
さ
れ
た
大

軍
区
指
導
者
の
大
幅
な
異
動
を
概
観
し
、
つ
ぎ
に
毛
沢
東
死
去
後

に
起
こ
っ
た
省
指
導
部
人
事
の
変
遷
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
毛
沢

東
が
文
化
大
革
命
に
よ
り
省
指
導
部
を
改
組
す
る
こ
と
で
得
ら
れ

グラフ 3　復帰組の地区別割合

出典：中共中央組織部・中共中央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』第六巻、“文
化大革命”時期（1966.5―1976.10）、北京：中共党史出版社、2000 年、中共中央組織部・中
共中央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』第七巻（上・下）、社会主義事業
発展新時期（1976.10―1997.9）、北京：中共党史出版社、2000 年、中共中央組織部・中共中
央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』附巻一（上・下）、中華人民共和国政
権組織（1949.10―1997.9）、北京：中共党史出版社、2000 年に基づき、筆者作成。

29％

31％

華北 東北 華東 中南 西南 西北

5％

15％

16％

4％
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た
成
果
と
そ
の
限

界
を
考
察
し
た
い
。

①　

大
軍
区
指
導

者
の
大
規
模
な
異

動
　

一
九
六
七
年
の

武
漢
事
件
は
も
と

よ
り
一
九
七
一
年

に
起
き
た
林
彪
事

件
の
よ
う
な
、
軍

の
影
響
力
拡
大
に

よ
る
軍
事
ク
ー
デ

タ
ー
の
危
険
性
を

回
避
す
る
た
め
に
、

各
地
方
で
革
命
委

員
会
の
設
立
や
党

委
員
会
の
再
建
が

一
段
落
す
る
と
、

大軍区名 氏名と在任期間 異動先等

瀋陽軍区
陳錫聯（1959 年 10 月―1973 年 12 月）
李徳生（1973 年 12 月―1985 年 6 月）

北京軍区へ
北京軍区から

北京軍区

楊　勇（1958 年 9 月―1967 年 3 月）
鄭維山（1969 年 6 月―1971 年 1 月）
李徳生（1971 年 1 月―1973 年 12 月）
陳錫聯（1973 年 12 月―1980 年 1 月）

瀋陽軍区へ
瀋陽軍区から

済南軍区
楊得志（1955 年 3 月―1973 年 12 月
曾思玉（1973 年 12 月―1980 年 1 月）

済南軍区設立当初から在任、のちに武漢軍区へ

南京軍区
許世友（1955 年 4 月―1973 年 12 月）
丁　盛（1973 年 12 月―1977 年 3 月）

南京軍区設立当初から着任、のちに広州軍区へ
広州軍区から

福州軍区
韓先楚（1957 年 9 月―1973 年 12 月）
皮定均（1973 年 12 月―1976 年 7 月）

蘭州軍区へ
蘭州軍区から

広州軍区
黄永勝（1955 年 4 月―1969 年 7 月）
丁　盛（1969 年 7 月―1973 年 12 月）
許世友（1973 年 12 月―1980 年 1 月）

広州軍区設立当初から着任、のちに総参謀長へ
南京軍区へ
南京軍区から

武漢軍区
陳再道（1955 年 3 月―1967 年 7 月）
曾思玉（1967 年 7 月―1973 年 12 月）
楊得志（1973 年 12 月―1979 年 1 月）

武漢軍区設立当初から着任、武漢事件で解任
済南軍区へ
済南軍区から

昆明軍区
秦基偉（1957 年 9 月―1971 年 6 月）
王必成（1971 年 6 月―1979 年 1 月）

成都軍区

黄新廷（1960 年 8 月―1967 年 3 月）
梁興初（1967 年 3 月―1973 年 7 月）
秦基偉（1973 年 7 月―1975 年 10 月）
劉興元（1975 年 10 月―1977 年 9 月）

蘭州軍区
張達志（1955 年 5 月―1969 年 11 月）
皮定均（1969 年 11 月―1973 年 12 月）
韓先楚（1973 年 12 月―1980 年 1 月）

蘭州軍区設立当初から着任、のちに中央軍事委員会へ
福州軍区から、福州軍区へ
福州軍区から

新疆軍区

王恩茂（1955 年 5 月―1968 年 8 月）
龍書金（1968 年 8 月―1972 年 12 月）
曹思明（1972 年 12 月―1973 年 6 月）
楊　勇（1973 年 6 月―1977 年 7 月）

新疆軍区設立当初から着任

代理

チベット軍区 張国華（1955 年 5 月―1968 年 12 月）
チベット軍区設立当初から着任、チベット軍区は 1969 年 1 月に
成都軍区の管轄下に

内モンゴル軍区 烏蘭夫（1955 年 4 月―1967 年 5 月）
内モンゴル軍区設立当初から着任、内モンゴル軍区は 1967 年 5
月に北京軍区の管轄下に

表 8　文化大革命期の各大軍区司令員

出典：中共中央組織部・中共中央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』附巻二、中国人民解放軍組織
（1949.10―1997.9）、北京：中共党史出版社、2000 年に基づき、筆者作成。
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毛
沢
東
は
軍
に
対
す
る
人
事
権
を
行
使
し
て
、
巧
み
に
軍
の
影
響
力
を
逓
減
さ
せ

て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
七
二
年
八
月
に
党
中
央
は
「
三
支
両
軍
問
題
に
関
す

る
意
見
」
を
公
布
し
て
、
各
地
方
で
指
導
的
職
務
を
担
う
一
部
の
幹
部
を
除
い
て
、

軍
関
係
者
は
原
則
と
し
て
部
隊
の
業
務
に
戻
る
よ
う
促
し
た
。
さ
ら
に
一
九
七
三

年
に
入
る
と
、
各
大
軍
区
間
で
の
大
幅
な
人
事
異
動
が
断
行
さ
れ
て
い
っ
た
。
例

え
ば
、
文
化
大
革
命
期
の
各
大
軍
区
司
令
員
（
各
大
軍
区
の
制
服
組
ト
ッ
プ
）
の
人

事
は
、
表
8
の
通
り
で
あ
る（

（2
（

。

　

表
8
か
ら
は
、
一
九
七
三
年
一
二
月
に
大
軍
区
間
で
大
幅
な
人
事
異
動
が
断
行

さ
れ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
一
九
七
三
年
一
二
月
に
実
施
さ
れ
た
大
軍
区
間
の

人
事
異
動
を
ま
と
め
る
と
、
表
9
の
よ
う
に
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
六
七
年
一
月
以
降
、
各
省
指
導
部
が
崩
壊
し
機
能
停
止

に
陥
っ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
に
、
軍
が
介
入
し
て
秩
序
維
持
が
図
ら
れ
情
勢

が
ひ
と
段
落
つ
い
た
の
を
受
け
、
各
地
方
で
は
革
命
委
員
会
が
設
立
さ
れ
党
委
員

会
も
再
建
さ
れ
た
時
期
に
、
軍
関
係
者
が
部
隊
の
業
務
に
戻
る
よ
う
促
さ
れ
た
り
、

大
軍
区
間
で
大
幅
な
人
事
異
動
が
断
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
は
、
軍
の
影
響
力
が
過

度
に
大
き
く
な
る
こ
と
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
一

九
六
七
年
の
武
漢
事
件
は
も
と
よ
り
、
と
り
わ
け
一
九
七
一
年
に
起
き
た
林
彪
事

件
は
、
軍
の
影
響
力
増
大
に
対
す
る
毛
沢
東
の
警
戒
心
を
い
っ
そ
う
高
め
た
で
あ

ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

北京軍区 ⇔ 瀋陽軍区

南京軍区 ⇔ 広州軍区

済南軍区 ⇔ 武漢軍区

福州軍区 ⇔ 蘭州軍区

表 9　1973 年 12 月に断行さ
れた大軍区間での人事異動

出典：中共中央組織部・中共中
央党史研究室・中央档案
館編『中国共産党組織史
資料』附巻二、中国人民
解 放 軍 組 織（1949.10―

1997.9）、北京：中共党史
出版社、2000 年に基づき、
筆者作成。
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地方名 職位 氏名 退任時期

北京市 第一書記、主任 呉　徳 1978 年 10 月

天津市 第一書記、主任 解学恭 1978 年 6 月

河北省 第一書記、主任 劉子厚 1979 年 12 月

山西省 第一書記 王　謙 1980 年 10 月

山西省 主任 王　謙 1979 年 12 月

内モンゴル自治区 第一書記 尤太忠 1978 年 10 月

内モンゴル自治区 主任 尤太忠 1979 年 12 月

遼寧省 第一書記、主任 曾紹山 1978 年 9 月

吉林省 第一書記、主任 王淮湘 1977 年 2 月

黒龍江省 第二書記、第一副主任 劉光濤 1977 年 12 月

上海市 第一書記、主任 張春橋 1976 年 10 月

江蘇省 第一書記、主任 彭　冲 1976 年 10 月

浙江省 第一書記、主任 譚啓龍 1977 年 2 月

安徽省 第一書記、主任 宋佩璋 1977 年 6 月

福建省 第一書記 廖志高 1982 年 2 月

福建省 主任・省長 廖志高 1982 年 3 月

山東省 第一書記 白如冰 1982 年 12 月

山東省 主任 白如冰 1979 年 12 月

河南省 第一書記、主任 劉建勲 1978 年 10 月

湖北省 第一書記、主任 趙辛初 1978 年 8 月

湖南省 第一書記、主任 華国鋒 1977 年 6 月

江西省 第一書記 江渭清 1982 年 8 月

江西省 主任 江渭清 1979 年 12 月

広東省 第一書記、主任 韋国清 1978 年 12 月

広西チワン族自治区 第一書記、主任 安平生 1977 年 2 月

四川省 第一書記 趙紫陽 1980 年 3 月

四川省 主任 趙紫陽 1979 年 12 月

貴州省 第一書記、主任 魯瑞林 1977 年 2 月

雲南省 第一書記、主任 賈啓允 1977 年 2 月

チベット自治区 第一書記、主任 任　栄 1980 年 3 月

陝西省 第一書記、主任 李瑞山 1978 年 12 月

甘粛省 第一書記、主任 冼恒漢 1977 年 6 月

青海省 第一書記、主任 劉賢権 1977 年 2 月

寧夏回族自治区 第一書記、主任 康健民 1977 年 1 月

新疆ウイグル自治区 第一書記、主任 賽福鼎・艾則孜 1978 年 1 月

表 10　文化大革命末期の省指導者たちが退任した時期

出典：中共中央組織部・中共中央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』第七巻（上・下）、社会主義事業発展
新時期（1976.10―1997.9）、北京：中共党史出版社、2000 年、中共中央組織部・中共中央党史研究室・中央档案館編

『中国共産党組織史資料』附巻一（下）、中華人民共和国政権組織（1949.10―1997.9）、北京：中共党史出版社、2000 年
に基づき、筆者作成。
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②　

文
革
派
の
排
除
・
文
革
派
支
配
の
終
焉

　

一
九
七
六
年
九
月
九
日
に
毛
沢
東
が
死
去
す
る
と
、
翌
一
〇
月
に
は
毛
の
側
近
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
「
四
人
組
」（
張
春
橋
、
江
青
、

姚
文
元
、
王
洪
文
）
ら
が
電
撃
的
に
解
任
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
化
大
革
命
に
よ
っ
て
台
頭
し
た
者
た
ち
が
依
然
と
し
て
各

級
指
導
部
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
た
め
、
に
わ
か
に
全
局
に
大
き
な
変
化
は
起
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
徐
々
に
文
化
大
革
命

に
よ
っ
て
台
頭
し
た
者
た
ち
は
排
除
さ
れ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
七
六
年
一
〇
月
に
各
省
指
導
部
の
党
・
政
府
の
ト
ッ
プ
に
い

た
者
た
ち
が
退
任
し
た
時
期
は
、
表
10
の
通
り
で
あ
る（

（2
（

。

　

表
10
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
九
七
八
年
一
二
月
に
一
一
期
三
中
全
会
が
開
催
さ
れ
、
鄧
小
平
を
中
心
と
し
た
中
央
指
導
部
が
始

動
す
る
頃
ま
で
に
は
、
文
化
大
革
命
に
よ
っ
て
台
頭
し
た
省
指
導
者
の
ほ
と
ん
ど
が
退
任
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
文
化
大

革
命
末
期
に
省
級
の
党
・
政
府
の
ト
ッ
プ
を
務
め
て
い
た
者
は
二
九
名
に
の
ぼ
る
が
、
そ
の
う
ち
二
一
名
が
一
九
七
八
年
一
二
月
ま

で
に
退
任
し
て
お
り
、
そ
の
割
合
は
グ
ラ
フ
4
に
示
し
た
よ
う
に
七
二
％
に
達
し
て
い
た
。

　

同
様
に
、
省
指
導
部
の
崩
壊
後
に
設
立
さ
れ
た
省
級
の
各
革
命
委
員
会
も
、
一
九
七
九
年
八
月
か
ら
一
九
八
〇
年
四
月
に
か
け
て

順
次
、
人
民
政
府
に
改
組
さ
れ
て
い
っ
た
。
各
地
方
で
省
級
の
革
命
委
員
会
が
人
民
政
府
へ
と
改
組
さ
れ
た
時
期
は
、
表
11
の
通
り

で
あ
る
。

　

表
11
で
示
し
た
よ
う
に
、
一
九
七
九
年
八
月
に
い
ち
早
く
青
海
省
と
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
で
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
は
一
九
七

九
年
九
月
に
、
革
命
委
員
会
か
ら
人
民
政
府
へ
の
改
組
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
七
九
年
一
二
月
か
ら
一
九
八
〇
年
一
月
に
か

け
て
、
各
地
方
に
お
け
る
革
命
委
員
会
か
ら
人
民
政
府
へ
の
改
組
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
吉
林
省
で
は
最
も
遅
く
一
九
八
〇
年
四
月
に

改
組
が
行
わ
れ
て
、
中
国
全
土
か
ら
省
級
の
革
命
委
員
会
は
姿
を
消
し
た
。

　

中
央
指
導
部
に
も
言
う
ま
で
も
な
く
文
化
大
革
命
に
よ
っ
て
台
頭
し
た
者
が
多
数
い
た
が
、
彼
ら
も
や
が
て
排
除
さ
れ
て
い
っ
た
。

例
え
ば
、
文
化
大
革
命
末
期
の
一
九
七
六
年
一
〇
月
初
め
の
時
点
で
中
央
政
治
局
委
員
を
務
め
て
い
た
者
た
ち
の
退
任
時
期
は
、
表
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12
の
通
り
で
あ
る
。

　

表
12
か
ら
は
、
文
化
大
革
命
に
よ
り
台
頭
し
中
央
政
治
局
委
員
ま

で
務
め
た
者
た
ち
も
、
一
九
八
〇
年
頃
ま
で
に
は
退
任
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
一
九
七
六
年
一
〇
月
に
真
っ
先
に
解
任
さ

れ
た
の
は
、「
四
人
組
」
と
称
さ
れ
た
毛
沢
東
の
側
近
グ
ル
ー
プ
の

王
洪
文
、
江
青
、
張
春
橋
、
姚
文
元
で
あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
二
月

に
退
任
し
た
の
も
、
文
化
大
革
命
中
に
台
頭
し
た
紀
登
奎
、
呉
徳
、

汪
東
興
、
陳
錫
聯
で
あ
り
、
一
九
八
〇
年
九
月
に
退
任
し
た
陳
永
貴

は
、「
農
業
は
大
寨
に
学
べ
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
で
毛
沢
東

式
の
大
衆
運
動
に
よ
る
農
業
振
興
を
扇
動
し
た
旗
手
で
あ
っ
た
。

　

文
化
大
革
命
に
よ
っ
て
台
頭
し
た
者
の
代
表
格
と
し
て
、
毛
沢
東

か
ら
最
後
に
後
継
者
に
指
名
さ
れ
た
華
国
鋒
の
中
央
政
治
局
委
員
の

地
位
は
、
一
九
八
二
年
九
月
ま
で
温
存
さ
れ
た
も
の
の
、
す
で
に
一

九
八
〇
年
九
月
に
は
国
務
院
総
理
を
趙
紫
陽
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、

一
九
八
一
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た
一
一
期
六
中
全
会
で
は
党
中
央
主

席
の
地
位
を
胡
耀
邦
に
、
党
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
の
座
を
鄧
小
平

に
譲
る
こ
と
に
な
っ
た（

（2
（

。
改
革
・
開
放
政
策
を
主
導
し
た
鄧
小
平
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
趙
紫
陽
と
胡
耀
邦
は
と
も
に
鄧
に
よ
り
抜
擢
さ

れ
、
の
ち
に
改
革
・
開
放
政
策
の
旗
手
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
っ
た

グラフ 4　文化大革命末期の省級党・政府トップの退任時期の割合

出典：中共中央組織部・中共中央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』第七巻
（上・下）、社会主義事業発展新時期（1976.10―1997.9）、北京：中共党史出版社、2000 年、
中共中央組織部・中共中央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』附巻一（下）、
中華人民共和国政権組織（1949.10―1997.9）、北京：中共党史出版社、2000 年に基づき、筆
者作成。

72％

28％

1978 年 12 月以前 1979 年 1 月以降
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者
た
ち
で
あ
り
、
華
国
鋒
か
ら
彼
ら
へ
の
権
力
移
行
は
、
中
央
指
導
部
に

お
け
る
文
化
大
革
命
の
影
響
力
排
除
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

同
様
に
、
前
述
の
一
一
期
六
中
全
会
で
採
択
さ
れ
「
歴
史
決
議
」
で
は
、

「
文
化
大
革
命
は
毛
沢
東
同
志
が
発
動
し
指
導
し
た
も
の
で
あ
る（

（3
（

」、「
文

化
大
革
命
と
い
う
こ
の
全
局
的
、
長
期
的
な
左
傾
の
深
刻
な
誤
り
に
対
し

て
、
毛
沢
東
同
志
は
主
要
な
責
任
を
負
っ
て
い
る（

（3
（

」
と
し
て
、
文
化
大
革

命
は
否
定
さ
れ
、
毛
沢
東
が
主
要
な
責
任
を
負
う
と
断
罪
さ
れ
た
こ
と
で
、

文
化
大
革
命
は
名
実
と
も
に
終
焉
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
五
節　

結　

語

　

本
稿
で
は
、
現
代
中
国
に
お
け
る
政
治
体
制
の
強
靭
性
を
文
化
大
革
命

期
の
省
指
導
部
人
事
を
事
例
に
検
証
し
て
き
た
。
本
稿
に
お
け
る
考
察
を

通
じ
て
得
ら
れ
た
知
見
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
文
化
大
革
命
に
と
も
な
う
混
乱
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
省
指
導

部
に
対
し
て
党
中
央
が
人
事
権
を
一
貫
し
て
維
持
し
て
い
た
た
め（

（3
（

、
中
国

共
産
党
に
よ
る
支
配
体
制
が
崩
壊
す
る
に
到
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
も

そ
も
、
一
九
六
七
年
に
入
っ
て
か
ら
全
国
各
地
の
省
指
導
部
が
崩
壊
し
機

能
停
止
に
陥
っ
て
い
っ
た
の
も
、
そ
れ
を
党
中
央
が
容
認
し
て
い
た
か
ら

改組時期 地方名

1979 年 8 月 青海省、チベット自治区

1979 年 9 月 新疆ウイグル自治区、河南省

1979 年 12 月 北京市、山西省、内モンゴル自治区、黒龍江省、上海市、江蘇省、浙江
省、安徽省、福建省、江西省、山東省、広東省、広西チワン族自治区、
四川省、雲南省、陝西省、甘粛省

1980 年 1 月 遼寧省、湖北省、湖南省、貴州省、寧夏回族自治区

1980 年 2 月 河北省

1980 年 4 月 吉林省

1980 年 6 月 天津市

表 11　省級の革命委員会が人民政府に改組された時期

出典：中共中央組織部・中共中央党史研究室・中央档案館編『中国共産党組織史資料』附巻一（下）、
中華人民共和国政権組織（1949.10―1997.9）、北京：中共党史出版社、2000 年に基づき、筆
者作成。
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で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
各
地
で
設
立
さ
れ
た
革
命
委
員
会
の
人
事
は
も
と
よ

り
、
再
建
さ
れ
た
各
省
級
党
委
員
会
指
導
部
の
人
事
も
党
中
央
に
よ
る
承
認

を
経
た
も
の
で
あ
っ
た
。
省
指
導
部
崩
壊
後
に
軍
が
秩
序
の
維
持
を
名
目
と

し
て
介
入
し
た
も
の
の
、
党
中
央
が
人
事
権
を
行
使
し
て
各
地
の
軍
指
導
者

を
異
動
さ
せ
る
こ
と
で
、
中
華
民
国
期
に
起
こ
っ
た
軍
閥
割
拠
の
よ
う
な
状

況
に
陥
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

　

第
二
に
、
文
化
大
革
命
を
通
じ
て
逆
説
的
に
現
代
中
国
に
お
け
る
政
治
体

制
の
強
靭
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
六
七
年
に
入
っ
て
か

ら
全
国
各
地
の
省
指
導
部
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
瓦
解
し
て
い
っ
た
が
、
ほ
ど
な
く

し
て
省
級
政
府
に
相
当
す
る
革
命
委
員
会
が
設
立
さ
れ
始
め
、
一
九
七
一
年

ま
で
に
各
省
級
党
委
員
会
も
再
建
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
省
指
導
部
が
組
織
面

で
再
建
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
人
員
の
面
で
も
文
化
大
革
命
に
よ
る
失
脚
か

ら
の
復
帰
組
が
多
数
い
た
。
こ
の
よ
う
な
復
元
力
も
現
代
中
国
に
お
け
る
政

治
体
制
の
強
靭
性
の
一
側
面
と
言
え
よ
う
。

　

第
三
に
、
一
見
す
る
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
過
多
な
文
化
大
革
命
期
に
お
い
て

さ
え
、
失
脚
し
た
省
指
導
者
の
復
帰
を
必
要
に
応
じ
て
容
認
す
る
柔
軟
性
も
、

現
代
中
国
に
お
け
る
政
治
体
制
の
強
靭
性
の
特
徴
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
柔
軟
性
ゆ
え
に
、
毛
沢
東
が
死
去
す
る
と
、
張
春
橋
や
江
青
ら
毛

の
側
近
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
「
四
人
組
」
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
解
任
さ
れ
、
彼
ら

退任時期 氏名

1976 年 10 月 王洪文、江青、張春橋、姚文元

1980 年 2 月 紀登奎、呉徳、汪東興、陳錫聯

1980 年 9 月 陳永貴

1982 年 9 月 劉伯承、許世友、華国鋒

1985 年 9 月 韋国清、葉剣英、李徳生

1987 年 11 月 李先念

表 12　文化大革命末期に中央政治局委員を務め
ていた者たちの退任時期

出典：中共中央組織部・中共中央党史研究室・中央
档案館編『中国共産党組織史資料』第七巻

（上）、社会主義事業発展新時期（1976.10―
1997.9）、北京：中共党史出版社、2000 年に基
づき、筆者作成。
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に
連
な
る
幹
部
の
多
く
も
数
年
の
間
に
省
指
導
部
か
ら
駆
逐
さ
れ
る
一
方
で
、
文
化
大
革
命
に
よ
り
失
脚
し
た
省
指
導
者
の
ほ
と
ん

ど
が
名
誉
回
復
を
果
た
し
た
。
一
九
八
一
年
六
月
に
採
択
さ
れ
た
前
出
の
「
歴
史
決
議
」
に
お
い
て
は
、
中
国
革
命
や
建
国
に
果
た

し
た
毛
沢
東
の
功
績
を
讃
え
つ
つ
も
、
文
化
大
革
命
は
毛
の
「
晩
年
の
誤
り
」
で
あ
る
と
断
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
て
毛
沢

東
が
心
血
を
注
い
だ
文
化
大
革
命
は
党
の
公
式
見
解
と
し
て
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
文
化
大
革
命
に
と
も
な
う
混
乱
に
終
止
符

が
打
た
れ
、
鄧
小
平
を
中
心
と
し
た
新
た
な
中
央
指
導
部
の
も
と
で
、
改
革
・
開
放
政
策
が
推
進
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

さ
て
、
本
稿
で
は
文
化
大
革
命
と
い
う
中
国
全
土
を
巻
き
込
ん
だ
空
前
絶
後
の
政
治
的
混
乱
に
見
舞
わ
れ
て
も
、
中
国
共
産
党
に

よ
る
支
配
体
制
が
崩
壊
し
な
か
っ
た
要
因
を
、
同
時
期
の
省
指
導
部
人
事
に
関
す
る
考
察
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、
本
稿

に
残
さ
れ
た
課
題
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
本
稿
で
は
毛
沢
東
の
言
動
や
中
央
指
導
部
の
動
向
に
つ
い
て
十
分
に
言
及
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
、
省
指
導
部
人
事
の
み
な
ら
ず
、
地
方
各
組
織
に
お
け
る
文
化
大
革
命
の
影
響
に
つ
い
て
の
分
析
も
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
議
論
を
補
完
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
本
稿
で
は
一
九
六
〇
年
代
初
頭
に
再
建
さ
れ
、

華
北
、
東
北
、
華
東
、
中
南
、
西
南
、
西
北
の
地
区
ご
と
に
管
轄
下
の
各
省
を
統
括
す
る
役
割
を
担
っ
た
中
共
中
央
地
方
局
と
文
化

大
革
命
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

（
1
）　

一
九
七
一
年
に
起
こ
っ
た
林
彪
事
件
を
、
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
が
、
結
果
と
し
て
そ
れ
以
外
に
同

様
の
事
件
は
起
き
な
か
っ
た
。

（
2
）　

本
稿
で
政
治
体
制
の
強
靭
性
と
は
、
様
々
な
危
機
に
直
面
し
つ
つ
も
、
支
配
体
制
の
基
本
的
骨
格
が
持
続
す
る
構
造
的
要
因
を
指
す
。

（
3
）　Roderick M

acfarquhar, M
ichael Schoenhals, M

ao’s Last R
evolution, Cam

bridge, M
A

, H
arvard U

niversity 
Press, 2006

（
ロ
デ
リ
ッ
ク
・
マ
ッ
ク
フ
ァ
ー
カ
ー
、
マ
イ
ケ
ル
・
シ
ェ
ー
ン
ハ
ル
ス
（
朝
倉
和
子
訳
）『
毛
沢
東
最
後
の
革
命
』
青
灯

社
、
二
〇
一
〇
年；

胡
鞍
鋼
『
毛
沢
東
与
文
革
』
香
港
：
大
風
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
。

（
4
）　

厳
家
祺
、
高
皋
『「
文
化
大
革
命
」
十
年
史
』（
最
新
増
訂
版
）
上
・
下
冊
、
香
港
：
潮
流
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。
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（
5
）　Ezra F. V

ogel, C
anton under C

om
m

unism
: P

rogram
s and P

olitics in a P
rovincial C

apital, 1949–1968, 
Cam

bridge, M
A

, H
arvard U

niversity Press, 1969; Stanley Rosen, R
ed G

uard Factionalism
 and the Cultural 

R
evolution in G

uangzhou （Canton

）, Boulder: W
estview

 Press, 1986.
（
6
）　

文
化
大
革
命
に
関
す
る
従
来
か
ら
の
研
究
を
総
合
的
に
再
検
討
し
た
も
の
と
し
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。
国
分
良
成

編
『
中
国
文
化
大
革
命
再
論
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
。

（
7
）　

本
稿
に
お
い
て
省
指
導
者
お
よ
び
省
指
導
部
と
は
、
省
級
（
直
轄
市
、
省
、
自
治
区
を
含
む
）
共
産
党
委
員
会
の
書
記
・
副
書
記
、

省
級
政
府
の
省
長
・
副
省
長
相
当
の
幹
部
と
彼
ら
が
所
属
す
る
組
織
の
総
称
を
指
す
。

（
8
）　

現
代
中
国
政
治
を
め
ぐ
る
主
要
な
学
術
的
関
心
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
中
国
共
産
党
に
よ
る
支

配
体
制
は
い
つ
ど
の
よ
う
に
崩
壊
す
る
の
か
と
い
う
問
題
に
集
ま
っ
て
い
た
が
、
近
年
で
は
な
ぜ
中
国
共
産
党
に
よ
る
支
配
体
制
は
崩
壊

し
な
い
の
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
維
持
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
方
向
に
移
っ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
以
下
の
文
献
は
後
者
の
先
駆

的
な
研
究
で
あ
る
。D

avid Sham
baugh, China’s Com

m
unist Party: A

trophy and A
daptation, Berkeley: U

niversity of 
California Press, 2009.

（
9
）　

中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
「
関
於
建
国
以
来
党
的
若
干
歴
史
問
題
的
決
議
」（
一
九
八
一
年
六
月
二
七
日
中
国
共
産
党
第
一
一
届
中

央
委
員
会
第
六
次
全
体
会
議
一
致
通
過
）、
中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
三
中
全
会
以
来
―
重
要
文
献
選
編
―
』（
下
）
北
京
：
人
民
出
版

社
、
一
九
八
二
年
、
八
〇
八
頁
。

（
10
）　

同
右
、
八
一
一
頁
。

（
11
）　

天
津
市
で
は
、
市
政
府
指
導
部
が
一
九
六
七
年
二
月
に
い
ち
早
く
崩
壊
し
て
い
た
一
方
で
、
市
委
指
導
部
は
同
年
一
二
月
ま
で
持
ち

こ
た
え
て
い
た
点
は
興
味
深
い
。

（
12
）　

前
掲
、
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
「
関
於
建
国
以
来
党
的
若
干
歴
史
問
題
的
決
議
」、
八
一
〇
頁
。

（
13
）　

中
共
中
央
組
織
部
・
中
共
中
央
党
史
研
究
室
・
中
央
档
案
館
編
『
中
国
共
産
党
組
織
史
資
料
』
第
六
巻
、〝
文
化
大
革
命
〟
時
期

（
一
九
九
六
・
五
―
一
九
七
六
・
一
〇
）
北
京
：
中
共
党
史
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
一
七
頁
。

（
14
）　

同
右
、
三
一
二
頁
。

（
15
）　

同
右
、
三
二
二
頁
。
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（
16
）　

こ
こ
で
の
庁
・
局
と
は
、
省
級
部
局
の
最
高
レ
ベ
ル
を
指
す
。

（
17
）　

前
掲
、
中
共
中
央
組
織
部
他
編
『
中
国
共
産
党
組
織
史
資
料
』
第
六
巻
、
三
三
四
頁
。

（
18
）　

前
述
の
「
歴
史
決
議
」
に
よ
れ
ば
、
奪
権
闘
争
の
あ
と
、
人
民
解
放
軍
が
「
三
支
両
軍
」（
支
左
、
支
工
、
支
農
、
軍
管
、
軍
訓
）

を
実
施
し
た
の
は
、
当
時
の
混
乱
を
収
拾
す
る
上
で
必
要
で
あ
っ
た
と
総
括
さ
れ
た
（
前
掲
、
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
「
関
於
建
国
以

来
党
的
若
干
歴
史
問
題
的
決
議
」、
八
一
二
頁
）。

（
19
）　

実
際
の
と
こ
ろ
上
海
市
で
は
、
一
九
六
七
年
一
月
に
市
指
導
部
が
崩
壊
し
た
あ
と
、
翌
二
月
に
は
上
海
公
社
（
コ
ミ
ュ
ー
ン
）
と
称

す
る
独
自
の
革
命
委
員
会
が
設
立
さ
れ
て
い
た
が
、
党
中
央
か
ら
の
承
認
が
得
ら
れ
ず
、
そ
の
後
紆
余
曲
折
を
経
て
一
九
七
〇
年
三
月
に

な
っ
て
よ
う
や
く
、
党
中
央
か
ら
革
命
委
員
会
と
し
て
の
正
式
な
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
20
）　

継
続
組
に
は
、
省
指
導
部
崩
壊
後
、
革
命
委
員
会
設
立
当
初
な
い
し
は
党
委
員
会
再
建
当
初
か
ら
指
導
部
入
り
し
て
い
た
者
も
含
ま

れ
て
い
る
。
復
帰
組
に
は
、
文
化
大
革
命
終
結
後
に
復
帰
し
た
者
も
含
む
。
異
動
組
に
つ
い
て
は
、
主
だ
っ
た
者
の
み
取
り
上
げ
た
。
な

お
異
動
組
に
は
、
趙
紫
陽
や
任
仲
夷
等
の
よ
う
に
、
復
帰
組
と
重
複
す
る
者
も
含
ま
れ
る
。

（
21
）　

そ
の
中
に
は
、
異
動
や
死
亡
に
よ
り
退
任
し
た
者
も
含
ま
れ
て
い
る
。

（
22
）　

一
一
期
三
中
全
会
は
、
一
九
七
八
年
一
二
月
一
八
日
か
ら
二
二
日
に
か
け
て
北
京
で
開
催
さ
れ
た
。

（
23
）　

広
東
省
で
の
改
革
・
開
放
政
策
の
推
進
に
、
任
仲
夷
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。
磯
部
靖

『
現
代
中
国
の
中
央
・
地
方
関
係
―
広
東
省
に
お
け
る
地
方
分
権
と
省
指
導
者
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
。

（
24
）　

指
導
部
の
世
代
交
代
を
推
進
す
る
方
針
の
も
と
、
一
九
八
五
年
九
月
に
は
韋
国
清
の
ほ
か
に
葉
剣
英
や
李
徳
生
ら
も
中
央
政
治
局
委

員
か
ら
勇
退
し
た
。

（
25
）　

武
漢
事
件
と
は
、
一
九
六
七
年
七
月
に
湖
北
省
武
漢
市
の
情
勢
に
介
入
し
よ
う
と
し
て
同
市
を
訪
れ
た
中
央
文
革
小
組
の
王
力
や
公

安
部
長
の
謝
富
治
が
拘
束
さ
れ
、
そ
の
仲
裁
に
あ
た
ろ
う
と
し
て
同
市
を
訪
問
し
た
周
恩
来
や
同
地
に
滞
在
中
で
あ
っ
た
毛
沢
東
の
身
に

も
危
険
が
及
び
そ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
一
連
の
出
来
事
を
指
す
。
事
件
後
、
陳
再
道
は
武
漢
軍
区
司
令
員
を
解
任
さ
れ
た
。

（
26
）　

林
彪
事
件
と
は
、
毛
沢
東
に
よ
る
文
化
大
革
命
の
推
進
を
国
防
部
長
と
し
て
支
え
、
一
九
六
九
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
中
国
共
産
党

第
九
回
全
国
代
表
大
会
に
お
い
て
毛
沢
東
の
後
継
者
と
し
て
正
式
に
認
定
さ
れ
た
、
党
内
序
列
第
二
位
の
林
彪
が
、
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
を

企
て
る
も
未
遂
に
終
わ
り
、
一
九
七
一
年
九
月
に
ソ
連
に
向
け
て
逃
亡
す
る
途
上
で
、
搭
乗
機
が
モ
ン
ゴ
ル
で
墜
落
し
死
亡
す
る
に
至
る
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一
連
の
出
来
事
を
指
す
。

（
27
）　

文
化
大
革
命
が
開
始
さ
れ
た
当
時
、
中
国
全
土
は
瀋
陽
、
北
京
、
内
モ
ン
ゴ
ル
、
済
南
、
南
京
、
武
漢
、
福
州
、
広
州
、
昆
明
、
成

都
、
チ
ベ
ッ
ト
、
蘭
州
、
新
疆
の
一
三
大
軍
区
に
よ
っ
て
管
轄
さ
れ
て
い
た
が
、
の
ち
に
内
モ
ン
ゴ
ル
軍
区
は
北
京
軍
区
に
、
チ
ベ
ッ
ト

軍
区
は
成
都
軍
区
に
編
入
さ
れ
、
一
一
大
軍
区
体
制
と
な
っ
た
。

（
28
）　

表
10
の
「
職
位
」
欄
に
記
さ
れ
た
「
第
一
書
記
」
は
省
級
党
委
員
会
第
一
書
記
を
指
し
、「
主
任
」
は
省
級
革
命
委
員
会
主
任
を
指

す
。「
第
二
書
記
」
や
「
副
主
任
」
等
も
、
同
様
の
ル
ー
ル
に
基
づ
く
略
称
で
あ
る
。
な
お
黒
龍
江
省
で
は
、
第
二
書
記
と
第
一
副
主
任

を
兼
任
し
て
い
た
劉
光
濤
が
、
実
質
上
、
同
省
に
お
け
る
党
・
政
府
ト
ッ
プ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

（
29
）　

華
国
鋒
は
同
会
議
で
党
中
央
副
主
席
に
選
出
さ
れ
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
の
地
位
も
温
存
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
同
常
務
委
員
内
の

序
列
は
第
一
位
か
ら
最
下
位
へ
と
降
格
さ
れ
た
。

（
30
）　

前
掲
、
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
「
関
於
建
国
以
来
党
的
若
干
歴
史
問
題
的
決
議
」、
八
〇
八
頁
。

（
31
）　

同
右
、
八
一
四
頁
。

（
32
）　

省
指
導
部
人
事
の
よ
う
な
重
要
事
項
に
は
、
毛
沢
東
に
よ
る
最
終
決
裁
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
が
省
指
導
部
人
事
を
は

じ
め
と
す
る
重
要
案
件
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
、
例
え
ば
中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
建
国
以
来
毛
沢
東
文
稿
』
第
一
三
冊
（
北
京
：

中
央
文
献
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
等
に
収
録
さ
れ
て
い
る
関
連
文
書
に
よ
れ
ば
明
白
で
あ
る
。




